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復活節第 3 主日                   No. 15 
 

主日礼拝   
 

前奏  
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞  

「これは主の御業 

わたしたちの目には驚くべきこと。 

今日こそ主の御業の日。 

今日を喜び祝い、喜び躍ろう。」 (詩編 118:23～24) 
 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 

 

信仰告白 使徒信条 

我は天地の造り主
ぬし

、全能の父なる神を信ず。我は 

その独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。 

主は聖霊によりてやどり、処
おと

女
め

マリヤより生れ、 

ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に 

つけられ、死にて葬
ほうむ

られ、陰
よ

府
み

にくだり、三日目に 

死人のうちよりよみがへ
え

り、天に昇り、全能の父な

る神の右に坐
ざ

したまへ
え

り、かしこより来りて、生け

る者と死ねる者とを審
さば

きたまは
わ

ん。我は聖霊を信

ず、聖なる公同の教会、聖徒の交
まじ

は
わ

り、罪
つみ

の赦
ゆる

し、

身体のよみがへ
え

り、永
とこ

遠
しえ

の生命を信ず。アーメン。 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 
 

聖書 ヨハネによる福音書 21:1～14 

                      新約(新共同訳)P211 

1その後、イエスはティベリアス湖畔で、また弟

子たちに御自身を現された。その次第はこうであ

る。2シモン・ペトロ、ディディモと呼ばれるト

マス、ガリラヤのカナ出身のナタナエル、ゼベダ

イの子たち、それに、ほかの二人の弟子が一緒に

いた。3シモン・ペトロが、「わたしは漁に行

く」と言うと、彼らは、「わたしたちも一緒に行

こう」と言った。彼らは出て行って、舟に乗り込

んだ。しかし、その夜は何もとれなかった。4既

に夜が明けたころ、イエスが岸に立っておられ

た。だが、弟子たちは、それがイエスだとは分か

らなかった。5イエスが、「子たちよ、何か食べ

る物があるか」と言われると、彼らは、「ありま

せん」と答えた。6イエスは言われた。「舟の右

側に網を打ちなさい。そうすればとれるはず

だ。」そこで、網を打ってみると、魚があまり多

くて、もはや網を引き上げることができなかっ

た。7イエスの愛しておられたあの弟子がペトロ

に、「主だ」と言った。シモン・ペトロは「主

だ」と聞くと、裸同然だったので、上着をまとっ

て湖に飛び込んだ。8ほかの弟子たちは魚のかか

った網を引いて、舟で戻って来た。陸から二百ペ

キスばかりしか離れていなかったのである。9さ

て、陸に上がってみると、炭火がおこしてあっ

た。その上に魚がのせてあり、パンもあった。 10

イエスが、「今とった魚を何匹か持って来なさ

い」と言われた。11シモン・ペトロが舟に乗り込

んで網を陸に引き上げると、百五十三匹もの大き

な魚でいっぱいであった。それほど多くとれたの

に、網は破れていなかった。12イエスは、「さ

あ、来て、朝の食事をしなさい」と言われた。弟

子たちはだれも、「あなたはどなたですか」と問

いただそうとはしなかった。主であることを知っ

ていたからである。13 イエスは来て、パンを取っ

て弟子たちに与えられた。魚も同じようにされ

た。14イエスが死者の中から復活した後、弟子た

ちに現れたのは、これでもう三度目である。 

 



賛美 206「七日の旅路」 

 

  
 

説教 「もう一度、イエスさまとご飯を食べて」 
 

賛美 448「お招きに応えました」 

 

 
 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 
 
 

 

後奏  

 

司 式 塩冶 みはる 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 福原 之織 

 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 


